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同
州
丹
北
郡
／
布
忍
村
住
人
／
寺
内
好
右

衛
門
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
好
右
衛
門
が
、
来
迎
寺
九
世
住
持
で
あ
る

源
通
の
時
、
本
山
の
大だ

い
ね
ん
ぶ
つ

念
佛
寺じ
（
大
阪
市
平

野
区
）
四
十
六
世
の
大
通
が
手
書
き
し
た
結

界
石
を
造
立
し
た
の
で
す
。

　
な
ぜ
、
布
忍
の
向
井
村
庄
屋
だ
っ
た
好
右

衛
門
が
来
迎
寺
に「
酒
を
飲
ん
だ
り
、
肉
を

食
べ
た
人
は
寺
に
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
い
う
結
界
石
を
建
て
た
か
と
い
う
と
、
源

通
が
好
右
衛
門
と
同
じ
血
縁
関
係
に
あ
る

寺
内
家
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
源
通
は
延
享
二
年
七
月
十
日
に
亡
く

な
っ
て
お
り
、
修
二
さ
ん
宅
に
好
右
衛
門
と

並
ん
で
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先

に
紹
介
し
ま
し
た
。

　
源
通
は
、
大
念
佛
寺
中
興
の
祖
と
い
わ
れ

る
大
通
の
弟
子
で
す
。
来
迎
寺
で
は
再
中

興
の
祖
と
さ
れ
、
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
住
持
し
、
寺
運
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
来

迎
寺
に
は
源
通
上
人
絵
像
や
位
牌
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
境
内
墓
地
に
祀
ら
れ
る
来
迎
寺
歴
代
墓

所
に
は
源
通
の
墓
石
も
あ
り
ま
す
。
花
崗

岩
製
で
、
正
面
に「
源
通
上
人
之
塔
」
と
あ

り
、
基
礎
正
面
に
弟
子
が
造
立
し
た
こ
と

を
刻
し
て
い
ま
す
。
基
礎
石
に
は「
再
中
興
」

し
た
こ
と
や「
丹
北
郡
向
井
村
／
寺
内
氏
之

苗び
ょ
う

裔え
い

」と
あ
り
、
好
右
衛
門
と
同
家
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
布
忍
の
向
井
や
丹
南
・
来
迎
寺
に
残
る
寺

内
好
右
衛
門
家
の
足
跡
は
、
松
原
の
歴
史
の

中
に
深
く
と
ど
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

向
井
村
庄
屋･

自
休
軒
安
林
の
足
跡

墓
の
発
見
、
来
迎
寺
源
通
と
の
血
縁

　

江
戸
時
代
の
宝ほ

う
え
い永
二
年（
一
七
〇
五
）

十
一
月
、
布
忍
神
社（
北
新
町
二
丁
目
）
に

布
忍
地
方
の
八
つ
の
情
景
を
色
彩
で
描
き
、

漢
詩
や
狂
歌
・
俳は

い
か
い諧
な
ど
を
書
き
添
え
た

「
布
忍
八
景
」扁へ

ん
が
く額
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
約

五
〇
㎝
×
二
ｍ
の
ケ
ヤ
キ
材
四
枚
に
二
景

ず
つ
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
う
ち
の

「
竹ち

く
り
ん林
黄お
う

雀じ
ゃ
く」「
篭ろ
う
池ち

白は
く
鴎お
う
」
の
扁
額
の
裏
面

に
願
主
で
あ
る
近
隣
の
庄
屋
や
僧
侶
な
ど

二
十
八
名
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
心
人
物
が
、
丹た

ん
ぼ
く北
郡
向む
か
井い

村
の
庄
屋
で

あ
っ
た
寺て

ら
う
ち内
好こ

右う

衛え

門も
ん
で
し
た
。
好
右
衛
門

は
自じ

休き
ゅ
う

軒け
ん
あ
ん
り
ん

安
林
と
い
う
雅
号
を
持
ち
、
俳

諧
一
句
の
他
、
廻か

い
ぶ
ん文（
上
か
ら
読
ん
で
も
下

か
ら
読
ん
で
も
同
音
の
俳
諧
）
を
八
句
も
奉

納
し
、
技
能
に
長
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」71
）。

　
好
右
衛
門
の
生
家
は
、
布
忍
神
社
前
の
西に

し

除よ
け
が
わ川

の
宮
橋
を
渡
っ
た
下し

も
こ
う高

野や

街
道
沿
い

東
南
側
の
現
在
の
寺
田
敏
子
さ
ん
宅
で
す
。

重
厚
な
長
屋
門
や
土
蔵
、
ク
ス
の
大
木
が
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。
好
右
衛
門
は
庄
屋
と
し

て
村
政
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
元げ

ん
ろ
く禄

七
年（
一
六
九
四
）
に
辞
し
、
自
宅
の
北
側

に
隠
居
家
を
建
て
ま
し
た
。
そ
れ
が
寺
田

修
二
さ
ん
宅
で
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

年
間（
一
七
一
六
〜

三
五
）ご
ろ
の
遺
構
が
残
る
古
民
家
で
す
。

　
修
二
さ
ん
宅
に
は
、
好
右
衛
門
が
六
〇
歳

の
宝
永
元
年
に「
淡た

ん
こ
う交

」
と
題
銘
を
大
書
き

し
、
五
十
六
歳
ご
ろ
に
完
全
に
隠
居
を
決
め

た
心
境
を
記
し
た
ケ
ヤ
キ
材
の
扁
額
が
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
96
）。

　
好
右
衛
門
は
享
保
四
年（
一
七
一
九
）
正

月
八
日
、
七
十
五
歳
で
亡
く
な
り
、「
淡
交
自

休
大
徳
」
と
戒か

い

名み
ょ
うが
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
仏

壇
に
は
そ
の
位い

牌は
い
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
位

牌
は
好
右
衛
門
を
最
初
に
し
て
、
延え

ん

享き
ょ
う

二

年（
一
七
四
五
）七
月
十
日
に
没
し
た「
融ゆ

う
ざ
ん山

上し
ょ
う

人に
ん

源げ
ん
つ
う通
和お

尚し
ょ
う」
な
ど
三
名
、
計
四
名
が

ま
と
め
て
見
ら
れ
ま
す
。

　
私
は
、
好
右
衛
門
の
墓
の
所
在
が
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
数
年
前
に
敏
子
さ
ん
か

ら
寺
田
家
の
も
と
も
と
の
檀
那
寺
で
あ
る

融ゆ
う
づ
う
ね
ん

通
念
佛ぶ
つ

宗し
ゅ
うの
来ら
い
ご
う迎
寺じ
（
丹
南
三
丁
目
）
に

あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
墓
所
を
ま
と
め
た
時
、
来
迎
寺
山

門
前
の
如に

ょ
ら
い
と
う

来
塔
に
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
長
年
、
探
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
松
原
市
教
育
委
員
会
と
元が

ん
ご
う興
寺じ

文
化
財
研
究
所
の
ご
協
力
で
、
雛ひ
な
だ
ん段
に
積

み
上
げ
ら
れ
た
塔
の
最
上
部
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
花か

崗こ
う
が
ん岩

の
無む

縫ほ
う
と
う塔

で
、

高
さ
五
九・五
㎝
、
幅
二
九
㎝
、
奥
行
二
九

㎝
を
測
り
ま
す
。
正
面
に「
淡
交
自
休
大
徳

之
塔
」
と
あ
り
ま
す
。
没
年
な
ど
は
記
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、位
牌
の
表
記
と
同
じ
で
す
。

　
好
右
衛
門
は
、
元
禄
九
年（
一
六
九
六
）

九
月
に
は
来
迎
寺
山
門
前
に
結け

っ
か
い
せ
き

界
石
を
建

て
て
い
ま
す
。
花
崗
岩
製
で
、
正
面
に「
不

許
酒
肉
五
辛
入
寺
門
」
と
あ
り
、
裏
面
に
は

「
棋き

陽よ
う

融
通
本
山
四
十
六
代
／
賜
紫
沙し

ゃ
も
ん門

大だ
い

通つ
う

上
人
手
書
／
河
内
州
丹
南
郡
来
迎
寺
第

九
世
／
住

じ
ゅ
う

持じ

融
山
源
通
代
／
造
立
之
主
／

寺内好右衛門家の文化財
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）
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▲淡交自休
大徳之塔

（丹南3丁目･来迎寺）

▲「淡交自休」「源通
和尚」尊霊の位牌
（寺田修二氏蔵）

▲源通の代、好右衛
門造立の結界石
（来迎寺） 

▲源通上人絵像
（来迎寺蔵）

▲宝永元年「淡交」の扁額
（北新町1丁目･寺田修二氏蔵）

▲源通上人
之塔

（来迎寺）


